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■消防用設備適用区分（令和4年4月1日現在の内容）
消防用設備等の種類

防火対処物の区分

屋 内 消 火 栓 屋外消火栓設備 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備
令第11条　※1 条47条 令第19条 令第12条 条48条

一　般

地階、
無窓階、

4階
以上

指定
可燃物

一　般
※1

地階
除く
階数
5以上

一　般 一　　般 地階
無窓階

4階
以上
10階
未満

11階
以上

指定
可燃物 その他

1
イ 劇場、映画館、演劇場、観覧場 延面積500

（1000）
［1500］

床面積100
（200）
［300］

七
百
五
十
倍
以
上
（
可
燃
性
液
体
類
に
係
る
も
の
を
除
く
）

全部
※2

※3 舞
台
部

・地階、無窓階、 
4階以上300

・その他500

床面積
1000

床面積
1500

全
部
（
特
定
防
火
対
象
物
は
全
館
設
置
）

千
倍
以
上
（
可
燃
性
液
体
類
に
係
る
も
の
を
除
く
）

ロ 公会堂、集会場 一
階
及
び
二
階
の
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
、
耐
火
建
築
物
に
あ
っ
て
は
九
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
準
耐
火
建
築
物
に
あ
っ
て
は
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、

そ
の
他
の
建
築
物
に
あ
っ
て
は
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

2

イ キャバレー、カフェ、ナイトクラブの類

700
（1400）
［2100］

150
（300）
［450］

平屋建て以外で
床面積の
合計6000

床面積
1000

床面積
合計
1000
※7

ロ 遊技場、ダンスホール

ハ 性風俗関連特殊営業店舗等

ニ カラオケボックス等

3
イ 待合、料理店の類 床面積

1500ロ 飲食店 床面積
2000※7

4 百貨店、マーケット、物品販売店舗、展示場 平屋建て以外で
床面積の合計3000

床面積
1000

5
イ 旅館、ホテル、宿泊所の類 平屋建て以外で

床面積の合計6000
床面積
1500

ロ 寄宿舎、下宿、共同住宅 床面積
2000※8

6

イ 病院、診療所、助産所 平屋建て以外で床面積の合計
6000（病院の場合3000）

床面積
1000

床面積
1500

ロ 福祉施設等 700
〈1000〉 全部

ハ ロ以外の福祉施設等

700
（1400）
［2100］

平屋建て以外で
床面積の
合計6000ニ 幼稚園、特別支援学校

7 小、中・高等学校、中等教育学校、大学、各種学校 床面積
2000※8

8 図書館、博物館、美術館 床面積
2000※8

9
イ 蒸気浴場、熱気浴場等 平屋建て以外で

床面積の合計6000
床面積
1000

床面積
1500

ロ イ以外の公衆浴場

10 車両の停車場、船舶、航空機の発着場

11 神社、寺院、教会の類 1000
（2000）［3000］

200
（400）［600］

12
イ 工場、作業所 700

（1400）
［2100］

150
（300）
［450］

床面積
2000※8

ロ 映画スタジオ、テレビスタジオ ※9

13
イ 自動車の車庫、駐車場

ロ 航空機の格納庫等

14 倉庫 700
（1400）［2100］

150
（300）［450］

ラック式倉庫で、天井の高さ10mを
超え、かつ、延べ面積700以上 ※4

15 前各項に該当しない事業場 1000
（2000）［3000］

200
（400）［600］

16
イ 特定防火対象物が存する複合用途防火対象物 延面積

1000
（2000）
［3000］

床面積の
合計3000 ※5

床面積
1000※6

床面積
1500※6 ※10

ロ 上記以外の複合用途防火対象物
16
の
２

地下街 150
（300）［450］ 延べ面積1000 ※11

16
の
3

準地下街 延べ面積1000で、かつ、
床面積の合計500 ※5

17 重要文化財等の建築物 ※3

※ 1 （　）は、耐火構造の建築物又は内装制限をした準耐火構造の建築物の場合
  ［　］は、耐火構造で内装制限をした建築物の場合
  〈　〉は、耐火構造で内装制限をした建築物又は耐火構造の建築物若しくは、内装制限をした準耐火構造の建築物の場合。
※ 2 主要構造部が耐火構造であるか、若しくは不燃材料で造られているもので、5階以上の階の部分の床面積の合計が100m2（主要構造部を耐火構造とし、かつ、
  壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを難燃材料でしたものにあっては200m2）以下のもの又は主要構造部が耐火構造であるもので5階以上の部分が床面積の合計100m2

  （壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを難燃材料でしたものにあっては200m2）以内ごとに耐火構造の床若しくは壁又は防火戸で区画されているものを除く。
※ 3 同一敷地内に2以上ある場合は、当該建築物（耐火建築物及び準耐火建築物を除く）相互の1階の外壁間の中心線からの水平距離が、1階にあっては3ｍ以下、
  2階にあっては5ｍ以下である部分を有するものは、1の建築物とみなして当該設備の設置対象とする。
※ 4 令第12条第4項により延べ面積の倍読み、3倍読み有り。
※ 5 特定防火対象物の用途に供される部分の床面積の合計。
※ 6 特定防火対象物の用途に供される部分が存する階で、当該部分の床面積の合計。
※ 7 2以上の階のうち、地階、無窓階又は4階以上の階に達する吹抜け部分を共有するもの。
※ 8 地階又は無窓階のもの。
※ 9 スタジオ部分の面積が、地階、無窓階又は4階以上の階では300m2以上、その他の階にあっては500m2以上のもの。
※ 10 地階又は無窓階で（5）項ロ、（7）項、（8）項及び（12）項に掲げる用途に供する部分の床面積の合計が2000m2以上のもの。
※ 11 （1）項から（4）項、（5）項イ、（6）項、（9）項イ又は（16）項イの地階で（16の2）項と一体を成し、消防長が指定したもの。
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消防用
設備等
の種類

防火
対処物
の区分

水 噴 霧 消 火 設 備 等 連結散水設備 連 結 送 水 管
令第13条～18条 条49条 令第28条の2 令第29条 条57条

一　般 指　定
可燃物 そ　の　他 そ　の　他 地　階 一　般 一　般 屋　上

1
イ

千
倍
以
上

1　屋上部分の回転翼航空機又は垂
直離着陸航空機発着場

2　自動車の修理又は整備の用に供
する部分の床面積が地階又は
2階以上で200以上

3　駐車の用に供する部分の床面
積が地階又は2階以上で200以
上、 1階で500以上、屋上部分で
300以上

4　昇降機等の機械装置による駐車
場で車両の収容台数が10台
以上

5　電気室又はボイラー室等で床
面積200以上

6　通信機器室で床面積500以上

7　道路の用に供される部分で床面
積が屋上部分600以上、それ
以外の部分400以上

1　駐車の用に供する
①床面積合計700
②吹抜け共有2以上の
　階の床面積合計200

2　変電、発電
①油入機器
・特別高圧
・1000kW以上の高圧
・低圧　
②全出力1000kW以上
　の発電
③無人の変電、発電

3　冷凍・冷蔵庫床面積合計500

4　地階を除く階数11以上の階
①通信機器室、
　電子計算機室、
　電子顕微鏡室、その他
②発電機、変圧器その他

床面積
合計700

　
・
地
階
を
除
く
階
数
が
七
以
上
の
も
の

　
・
地
階
を
除
く
階
数
が
五
以
上
の
も
の
で
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

　
・
道
路
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の

　
回
転
翼
航
空
機
の
発
着
場
又
は
自
動
車
駐
車
場
の
用
途
に
供
す
る
も
の

ロ

2

イ
地階※12
無窓階
床面積
1000

ロ

ハ

ニ

3
イ

ロ

4 地階※12 無窓階
床面積1000

5
イ

ロ

6

イ

ロ

ハ

ニ

7

8

9
イ

ロ

10 地階※12 無窓階
床面積1000

11

12
イ

ロ

13
イ 地階※12

無窓階
床面積
1000ロ 全　部

14

15

16
イ

ロ
16
の
２

全　部
16
の
3

17

※ 12 1階及び2階を除く。
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2
号
消
火
栓

1
号
消
火
栓

２
号
消
火
栓

広
範
囲
型

1個

2個

1個

2個

2個

屋
外
消
火
栓
用

1個

2個

1個

2個

2.6×N

用
　
途

同時開口数
ポンプの所要水量

L/min

放水圧力

MPa 式
（N：同時開口数）

大きさ
m3

水 源 容 量

1.6×N

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
用
※1

■消火用ポンプの選定
⑴ポンプの所要水量

1
号
消
火
栓

2
号
消
火
栓

1.2×N

7×N

1.6×N

上記の1号・2号
を加算

150以上

300以上

70以上

140以上

220以上

400以上

90以上

800以上

180以上

900以上

1800以上

2700以上

3600以上

2.6以上

5.2以上

1.2以上

2.4以上

3.8以上

7以上

1.6以上

14以上

3.2以上

※1　未警戒部分に補助散水栓を設けることができる。  補助散水栓とは、スプリンクラーヘッドの設置が必要とされない部分をカバーするために
 スプリンクラー設備の一部として設置されるもの
※2　易操作性1号消火栓は屋内消火栓用1号消火栓と同じです。
㊟特定施設水道直結型スプリンクラーのポンプ所要水量、水源容量についてはお手数ですがお問合せください。

（ ）

240以上

30個を
超えるとき

 10個

 4個
 （小区画型）

 8個
 （小区画型）

 8個
 （側壁型）

 20個

 30個

 15個

 12個
 （側壁型）

 12個
 （小区画型）


480以上

720以上

1080以上

1350以上

720以上

（1.6×ヘッド数）以上

16以上

32以上

48以上

4以上

8以上

12以上

12.8以上

24以上

19.2以上

60以上 4個
（特定施設水道直結型）

0.1以上
1.0以下

0.17 以上
0.7 以下

0.25以上
0.7 以下

0.25以上
0.6 以下

0.17以上
0.7 以下

上記の1号・2号
の圧力による

0.1以上
1.0以下

注 注 

屋
内
消
火
栓
用
※2
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⑵全揚程の算出式（次頁の式より求めます）
　①屋内消火栓・屋外消火栓の場合
　　最高で最も遠い位置の消火栓をきめ、吸込管端からその消火栓につける筒先までの間で次式より求めます。
　②スプリンクラーの場合
　　最高で、最も圧力の低くなるヘッドをきめ、吸込管端からそのヘッドまでの間で次式より求めます。

屋内・屋外消火栓用 スプリンクラー用
H＝h1＋h2＋h3＋h
但しＨ＝ポンプの全揚程（m）
　    h1＝消火用ホースの摩擦損失水頭（m）
　    h2＝配管の摩擦損失水頭（m）
　    h3＝落差（m）
　    h＝筒先放水圧力
　　　　　1号屋内消火栓：17m
　　　　　2号屋内消火栓：25m
　　　　　広範囲型2号消火栓：17m
　　　　　屋 外 消 火 栓：25m

H＝h1＋h2＋10m
但しH＝ポンプの全揚程（m）
　   h1＝配管の摩擦損失水頭（m）
　   h2＝落差（m）
　  10＝ヘッドの放水圧力（m）

〔 〕

⑶ 配管の摩擦損失 
消防用ホース及び配管の摩擦損失計算は、消防庁長官が定める基準によることとされています。 
配管の摩擦損失計算（S.51.4.5消防庁告示第三号）　の基準は消防庁告示第7号（H28.2.26）により一部改正され、 
次の式により算出します。

HL＝Σ Hn　　流水検知装置を使用する場合は　Hn＝Σ Hn＋5
N

n＝1

N

n＝1

HL ：配管の摩擦損失水頭（m）
N  ：配管の摩擦損失計算に必要なHnの数
Hn：次式より求める配管の大きさの呼びごとの摩擦損失水頭（m）

  QK：大きさの呼びがＫである配管内を流れる水又は泡水溶液の流量（L/min）の絶対値
  DK：大きさの呼びがＫである管の基準内径（cm）の絶対値
 L’K：大きさの呼びがＫである直管の長さの合計（m）
 L”K：大きさの呼びがＫの管継手及びバルブ類について、直管相当の長さに換算した値の合計（m）

H＝1.2  QK1.85　　L’K＋L”K

　　 　 DK4.87　　　 100

ただし、1.2  QK1.85　の値については、管の種別及び大きさの呼びに応じて算出。
　　　　　　DK4.87

P

配管の摩擦損失水頭

ホースの摩擦損失水頭

筒先放水圧力=17m
(25)

落
差

P

配管の摩擦損失水頭

ヘッドの放水圧力=10m

落
差
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種別 大きさの呼びA

管

　
　

 

　

  

継  

　

 

　
　手

ね
じ
込
み
式

バ
ル
ブ
類

45°エルボ
90°エルボ

リタンベンド（180°）
チーズ又はクロス（分流90°）

チーズ又はクロス（分流90°）
スルース弁
玉 形 弁
アングル弁

逆止弁（スイング形）

45°エルボ

90°エルボ

ロング
ショート
ロング

 25 32 40 50 65 80 90 100 125 150 200 250 300 350
 0.4 0.5 0.6 0.7 0.9 1.1 1.3 1.5 1.8 2.2 2.9 3.6 4.3 4.8
 0.8 1.1 1.3 1.6 2.0 2.4 2.8 3.2 3.9 4.7 6.2 7.6 9.2 10.2
 2.0 2.6 3.0 3.9 5.0 5.9 6.8 7.7 9.6 11.3 15.0 18.6 22.3 24.8
 1.7 2.2 2.5 3.2 4.1 4.9 5.6 6.3 7.9 9.3 12.3 15.3 18.3 20.4
 0.2 0.2 0.3 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.2 1.5 1.8 2.0
 0.5 0.6 0.7 0.9 1.1 1.3 1.5 1.7 2.1 2.5 3.3 4.1 4.9 5.4
 0.3 0.4 0.5 0.6 0.8 1.0 1.1 1.3 1.6 1.9 2.5 3.1 3.7 4.1
 1.3 1.6 1.9 2.4 3.1 3.6 4.2 4.7 5.9 7.0 9.2 11.4 13.7 15.3
 0.2 0.2 0.3 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 1.0 1.3 1.6 2.0 2.2
 9.2 11.9 13.9 17.6 22.6 26.9 31.0 35.1 43.6 51.7 68.2 84.7 101.5 113.2
 4.6 6.0 7.0 8.9 11.3 13.5 15.6 17.6 21.9 26.0 34.2 42.5 50.9 56.8
 2.3 3.0 3.5 4.4 5.6 6.7 7.7 8.7 10.9 12.9 17.0 21.1 25.3 28.2

● 配管用炭素鋼鋼管（日本産業規格 G3452）に応じた管継手及びバルブ類を使用する場合
・直管相当長さ

・摩擦損失水頭（直管100m当り）

溶
接
式

→1.2 QK1.85　の値（管長100mに対する摩擦損失水頭をmで算出する場合の数値）
　　  DK4.87

㊟この図は消防設備等関係告示「配管の摩擦損失計算の基準」をもとに作図したものです。
　詳細は消防設備等関係告示を確認ください。

【備考】1. 単位は、メートルとする。
2.  管継手のうちチーズ及びクロス（口径の異なるものを含む。）を直流で使用するもの、ソケット（溶接式のものにあっては、

レジューサとする。）及びブッシュについては、本表を適用することなく、当該大きさの呼び（口径の異なるものにあって
は、当該それぞれの大きさの呼び）に応じた管の呼びの直管として計算するものとする。

流
　
量
　

（L/min）

100,000

10,000

1,000

100

10

1
0.01 0.1 1 10 100

損　失　水　頭　（m）

25A

32A

40A

50A

65A
80A

100
A

125
A

150
A

200
A

250
A

350
A

300
A

90A

単位：m
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自動給水・消火ポンプ（50Hz_60Hz共通）自動給水・消火ポンプ（50Hz_60Hz共通）

【備考】1. 単位は、メートルとする。
2.  管継手のうちチーズ及びクロス（口径の異なるものを含む。）を直流で使用するもの、ソケット（溶接式のものにあっては、

レジューサとする。）及びブッシュについては、本表を適用することなく、当該大きさの呼び（口径の異なるものにあって
は、当該それぞれの大きさの呼び）に応じた管の呼びの直管として計算するものとする。

種別 大きさの呼びA

管

　
　

 

　

  

継  

　

 

　
　手

ね
じ
込
み
式

溶
接
式

バ
ル
ブ
類

45°エルボ
90°エルボ

リタンベンド（180°）
チーズ又はクロス（分流90°）

チーズ又はクロス（分流90°）
スルース弁
玉 形 弁
アングル弁

逆止弁（スイング形）

45°エルボ

90°エルボ

ロング
ショート
ロング

 25 32 40 50 65 80 90 100 125 150 200 250 300 350
 0.4 0.5 0.6 0.7 0.9 1.1 1.2 1.4 1.8 2.1 2.8 3.5 4.2 4.7
 0.8 1.1 1.2 1.6 2.0 2.4 2.6 3.1 3.8 4.5 6.0 7.5 9.0 10.0
 2.0 2.6 3.0 3.9 4.8 5.7 6.6  7.5  9.3 11.0 14.6 18.2 21.8 24.3
 1.6 2.1 2.5 3.2 4.0 4.7 5.2 6.1 7.6 9.1 12.0 15.0 18.0 20.0
 0.2 0.2 0.3 0.3 0.4 0.5 0.5 0.6 0.8 0.9 1.2 1.5 1.8 2.0
 0.4 0.6 0.7 0.9 1.1 1.3 1.4 1.6 2.0 2.4 3.2 4.0 4.8 5.3
 0.3 0.4 0.5 0.6 0.8 0.9 1.1 1.2 1.5 1.8 2.4 3.0 3.6 4.0
 1.2 1.6 1.9 2.4 3.0 3.5 3.9 4.6 5.7 6.8 9.0 11.2 13.4 15.0
 0.2 0.2 0.3 0.3  0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 1.0 1.3 1.6 2.0 2.2
 9.0 11.8 13.7 17.6 22.0 26.0 29.1 34.0 42.0 50.3 66.6 82.9 99.2 110.0
 4.6 5.9 6.9 8.8 11.0 13.1 14.6 17.1 21.2 25.2 33.4 41.6 49.8 55.7
 2.3 3.0 3.4 4.4 5.5 6.5 7.3 8.5 10.5 12.5 16.6 20.7 24.7 27.7

● 圧力配管用炭素鋼鋼管（日本産業規格 G3454）スケジュール40に応じた管継手及びバルブ類を使用する場合
・直管相当長さ

・摩擦損失水頭（直管100m当り）

→1.2 QK1.85　の値（管長100mに対する摩擦損失水頭をmで算出する場合の数値）
　　  DK4.87

流
　
量
　

（L/min）

100,000

10,000

1,000

100

10

1
0.01 0.1 1 10 100

損　失　水　頭　（m）

350
A

300
A

250
A

200
A

150
A

125
A

100
A

90A

80A

65A

50A

40A

32A

25A

単位：m

㊟この図は消防設備等関係告示「配管の摩擦損失計算の基準」をもとに作図したものです。
　詳細は消防設備等関係告示を確認ください。
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自動給水・消火ポンプ（50Hz_60Hz共通）自動給水・消火ポンプ（50Hz_60Hz共通）

● 一般配管用ステンレス鋼鋼管（日本産業規格 G3448）に応じた管継手及びバルブ類を使用する場合
・直管相当長さ

・摩擦損失水頭（直管100m当り）

→0.9 QK1.85　の値（管長100mに対する摩擦損失水頭をmで算出する場合の数値）
 DK4.87

流

　
量

　
（L/min）

100,000

10,000

1,000

100

10

1
0.01 0.1 1 10 100

損　失　水　頭　（m）

300
Su

250
Su

200
Su

150
Su

125
Su

100
Su

80S
u

75S
u

60S
u

50S
u

40S
u

30S
u

単位：m

種別 大きさの呼びA 25
（30Su）

32
（40Su）

40
（50Su）

50
（60Su）

65
（75Su）

80
（80Su）

100
（100Su）

125
（125Su）

150
（150Su）

200
（200Su）

250
（250Su）

300
（300Su）

管
継
手

溶
接
式

45°エルボ
ショート 0.3 0.4 0.5 0.6 0.8 0.9 1.2 1.5 1.7 2.3 2.8 3.3
ロング 0.3 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.9 1.1 1.3 1.7 2.1 2.5

90°エルボ
ショート 0.7 0.9 1.0 1.2 1.6 1.8 2.4 2.9 3.4 4.5 5.6 6.7
ロング 0.5 0.6 0.7 0.9 1.2 1.4 1.8 2.2 2.6 3.4 4.2 5.0

チーズ又はクロス（分流90°） 1.9 2.4 2.8 3.5 4.4 5.1 6.6 8.2 9.6 12.7 15.8 18.8

バ
ル
ブ
類

仕切弁 0.3 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.9 1.2 1.4 1.8 2.2 2.7
玉形弁 14.1 18.0 20.6 25.7 32.7 38.0 49.2 60.6 71.1 93.9 116.7 139.5

アングル弁 7.1 9.0 10.3 12.8 16.4 19.0 24.6 30.3 35.5 46.9 58.3 69.8
逆止弁（スイング型） 3.5 4.5 5.2 6.4 8.2 9.5 12.3 15.2 17.8 23.5 29.2 34.9

【備考】1. 単位は、メートルとする。
2.  一般配管用ステンレス鋼鋼管（日本産業規格G3448）に適合する管に配管用ステンレス鋼鋼管（日本産業規格G3459）を

材料とする管継手を接続する場合にあっては、本表の値に1.3を乗じた値とする。
3.  管継手のうちチーズ及びクロス（口径の異なるものを含む。）を直流で使用するもの、ソケット（溶接式のものにあっては、

レジューサとする。）及びブッシュについては、本表を適用することなく、当該大きさの呼び（口径の異なるものにあって
は、当該それぞれの大きさの呼び）に応じた管の呼びの直管として計算するものとする。
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自動給水・消火ポンプ（50Hz_60Hz共通）自動給水・消火ポンプ（50Hz_60Hz共通）

● 配管用ステンレス鋼鋼管（日本産業規格 G3459）スケジュール40に応じた管継手及びバルブ類を使用する場合
・直管相当長さ

→0.9 QK1.85　の値（管長100mに対する摩擦損失水頭をmで算出する場合の数値）
 DK4.87

流

　
量

　
（L/min）

100,000

10,000

1,000

100

10

1
0.01 0.1 1 10 100

損　失　水　頭　（m）

300
A

250
A

200
A

150
A

125
A

100
A

90A

65A

50A

80A

40A

32A

25A

・摩擦損失水頭（直管100m当り）

単位：m

種別 大きさの呼びA 25 32 40 50 65 80 90 100 125 150 200 250 300

管
継
手

ね
じ
込
み
式

45°エルボ 0.5 0.7 0.8 1.0 1.2 1.5 1.7 1.9 2.4 2.8 3.8 4.6 5.6
90°エルボ 1.1 1.4 1.6 2.1 2.7 3.1 3.6 4.1 5.1 6.1 8.0 9.9 12.0

リタンベンド（180°） 2.6 3.5 4.0 5.1 6.5 7.6 8.8 10.0 12.3 14.8 19.6 24.2 29.2
チーズ又はクロス（分流90°） 2.2 2.9 3.3 4.2 5.3 6.3 7.2 8.2 10.1 12.1 16.1 19.9 24.0

溶
接
式

45°エルボ
ショート 0.3 0.4 0.4 0.6 0.7 0.8 1.0 1.1 1.3 1.6 2.1 2.7 3.2
ロング 0.2 0.3 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 1.0 1.2 1.6 2.0 2.4

90°エルボ
ショート 0.6 0.8 0.9 1.1 1.4 1.7 1.9 2.2 2.7 3.2 4.3 5.3 6.4
ロング 0.4 0.6 0.7 0.8 1.1 1.3 1.4 1.6 2.0 2.4 3.2 4.0 4.8

チーズ又はクロス（分流90°） 1.6 2.2 2.4 3.2 4.0 4.7 5.4 6.2 7.6 9.1 12.1 14.9 18.0

バ
ル
ブ
類

仕切弁 0.2 0.3 0.3 0.4 0.6 0.7 0.8 0.9 1.1 1.3 1.7 2.1 2.5
玉形弁 12.1 15.9 18.1 23.4 29.6 34.9 40.0 45.7 56.2 67.5 89.4 110.4 133.3

アングル弁 6.0 8.0 9.1 11.7 14.8 17.4 20.0 22.8 28.1 33.7 44.7 55.2 66.6
逆止弁（スイング型） 3.0 4.0 4.5 5.9 7.4 8.7 10.0 11.4 14.0 16.9 22.4 27.6 33.3

【備考】1. 単位は、メートルとする。
2.  管継手のうちチーズ及びクロス（口径の異なるものを含む。）を直流で使用するもの、ソケット（溶接式のものにあっては、

レジューサとする。）及びブッシュについては、本表を適用することなく、当該大きさの呼び（口径の異なるものにあって
は、当該それぞれの大きさの呼び）に応じた管の呼びの直管として計算するものとする。
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自動給水・消火ポンプ（50Hz_60Hz共通）自動給水・消火ポンプ（50Hz_60Hz共通）

■始動方式の比較
各種始動器の比較表

始　動　方　式 始動電流 始動トルク Ks値 Ks/Z′m値
直　　　入

スターデルタ

クローズドトランジション

リアクトル
コンドルファ

特殊コンドルファ
（Vスター）

50→70%可変

双固定子電動機起動 ※
（特殊二次抵抗）

65%タップ
65%タップ

※モータはSIMモータとなります。 ㊟Ks/Z’m:自家発電設備の容量計算に用いる係数
「昭和63年8月付消防予第100号通知」及び平成9年11月改正より
RG2 ： 許容電圧降下出力係数（発電機出力）
RG3 ： 短時間過電流耐力出力係数（発電機出力）
RE2 ： 許容回転数変動出力係数（原動機出力）
RE3 ： 許容最大出力係数（原動機出力）

・直入始動
電源電圧を直接モータに印加し始動する方法で7.5kW以下のモータに適用。

・スターデルタ始動
減電圧始動の一般的な方法ですが､モータのコイルをスター（　）からデルタ（Δ）への切替時には､瞬間的に大きな突入電流  
が流れ、これに伴い大きな電圧降下が生じます。

・クローズドトランジション始動
スターデルタ始動のスターからデルタへの切替時の大きな突入電流を防ぐための方法でスターからデルタの切替を電圧を
加えたまま抵抗を介して行う方法です。

・リアクトル始動
始動時のみ、リアクトルを介してモータへの印加電圧を下げ始動電流を低くし、始動後、直接電源に接続する方法です。

・コンドルファ始動
単巻変圧器を挿入してモータへの印加電圧を下げ、電流を制限し､始動後､直接電源に接続する方法です。リアクトル始動に
比べ始動電流は低くなります。

・特殊コンドルファ始動（Vスター）
初期始動時に､単巻変圧器の50%タップを使用し､印加電圧50%にてモータを回転させ始動電流を低く制限し、始動直後に
変圧器のタップを70%に自動的に切替え、その後直接電源に接続する方法です。

・双固定子電動機起動
モータにSIM-Gモータを使用した方法でモータ内部は､2つの回転子が1組ずつそれぞれ独立してで構成されており、始動時
には、それぞれの固定子への電圧印加をずらすことにより、1/2出力の電動機特性をもたせ始動電流を低くし、始動後は、
低抵抗モータとして作用。（適用：4極5.5～132kW)

30kW未満
30kW以上

 100% 100% 1.00 7.14  
 33%   33% 0.67 4.76  
 33%   33% 0.33（RG2） 2.38（RG2）
   0.67（RG3・RE2・RE3） 4.76（RG3・RE2・RE3） 
 65%   42% 0.7 5   
 42%   42% 0.49 3.5   
 25% 25→49% 0.25（RG2） 1.8（RG2）  
   0.42（RG3）0.49（RE3） 3（RG3）3.5（RE3） 
 16% 16→33→50% 0.33（RG2・RE2） 1.30（RG2・RE2）2.45（RG3・RE3）
   1.00（RG3・RE3） 1.15（RG2・RE2）2.55（RG3・RE3）
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自動給水・消火ポンプ（50Hz_60Hz共通）自動給水・消火ポンプ（50Hz_60Hz共通）

■起動用圧力タンクを用いる場合の起動圧力の設定

■高層ビル連結送水管の例（地階を除く階数11以上で高さ70mを超える建築物）

圧力スイッチの設定圧力は最高位における落差（h1）に
0.15MPaを加えた圧力（H1）と高置水槽の静水圧力（h2）に
0.05MPaを加えた圧力（H2）のいずれか高い方の圧力に低
下するまでにポンプが起動するように設定する。

①加圧送水装置（ブースタポンプ）
　・吐出し量 1600L/min：立管ごとにポンプ設置
 2400L/min：隣接する2つの階に設置
  される放水口が3個以上
　・押込圧力 : 設計送水圧力で送水した時に、放水口が

締切の場合にもポンプ許容押込圧力以
下となるようにする。

　・呼 水 槽 : 中間水槽でポンプへの充水が可能な場
合は不要。

②消防ポンプ自動車
 　・送水圧力、締切圧力を所轄消防署に確認ください。

③放水圧力
 　・ノズル先端における放水圧力は0.6MPa以上で

　すが、消防庁又は消防署長が指定する場合は、指 
　定された放水圧力とする。

④防災センター等
 　・遠隔操作の場合の信号の確認。（無電圧、有電圧）
 　・ポンプ複数台を使用する場合の起動順序の確認。

押込圧力が高い場合には、圧力調整弁
が設置されることがあります。運用に
ついては所轄消防署に確認ください（ ）

P

最高位又は
最遠部のヘッド

水圧開閉器

h1

h2

H1＝h1＋0.15MPa
H2＝h2＋0.05MPa

11
階
以
上

PM

テスト放水口

高置水槽

中間水槽

放水口

④防災センター等ポンプ制御盤

送水口

送水口

②消防ポンプ自動車

ポンプ起動
スイッチ

チェック弁

電源

①連結送水管加圧送水装置

放水用具格納箱

③放水圧力0.6MPa以上
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■認定番号 形式は基本形の場合

1号1個
1号2個
2号1個
2号2個

1号・2号各1個
2号1個
2号2個

1個
2個

  4個
  4個
  8個
12個
  8個
10個
12個
15個
20個
30個

放水口2個又は立管ごと
放水口3個

屋外消火栓

広 範 囲 型

屋内消火栓

スプリンクラー

連結送水管

小区画型

特定施設水道直結型

高感度型  側壁型
標準型

高感度型  側壁型
標準型

高感度型  側壁型
標準型

150
300
70

140
220
90

180
400
800

60以上
240
480
720

900
1080
1350
1800
2700
1600
2400

用　　　　　　途 水量（L/min）
●用途別水量

■可とう管認定番号
可とう管の認定番号は、P.514をご参照ください。

ver5.2以降はKTK-CEに変更する

形　　式 口　　径 認　定　番　号 適　用　機　種（形式記載以外は○の番号）
mm 基　本　型 ユニット型 50Hz 60Hz

KTT形
（特定施設スプリンクラー） 40 —— PTA1-43-3号 ○ ○

KTK-C形
（小形タービン）

40 PA1-03-04号 PUA1-03-04号 ○ ○
50×40 PA2-03-06号 PUA2-03-06号 ○ ○

65×50 PA3-03-09号 PUA3-03-09号 ○ ○
PA3-03-10号 PUA3-03-10号 15kW機種 15kW機種

80×65 PA4-03-12号 PUA4-03-12号 ○ ○
80×65 高揚程タイプ PA4-03-12号 PUA4-03-12号 ○ ○

KTK100M
（タービン）

100×80 PA5-03-04号 PUA5-03-04号 ○ ——
PA5-03-06号 PUA5-03-06号 —— ○

100×80 高揚程タイプ PA5-03-05号 PUA5-03-05号 ○ ○
PA5-03-06号 PUA5-03-06号 KTK1005HME18 KTK1006HME15、KTK1006HME18

KTK-M形
（高揚程タービン）

50 PA2-03-02号 PUA2-03-02号 ○ ○
65 PA3-03-06号 PUA3-03-06号 ○ ○
80 PA4-03-08号 PUA4-03-08号 ○ ○

KTGF形
（渦巻）

150×125 PA7-03-03号 PUA7-03-03号 ○ ○
200×150 PA8-03-02号 PUA8-03-02号 ○ ○

KTGDF形
（高押込渦巻）

125×100 PA6-03-06号 PUA6-03-06号 ○ ○
150×125 PA7-03-06号 PUA7-03-06号 ○ ○

KTY形
（φ40〜200）
（多段渦巻）

40 PA1-03-01号 PUA1-03-01号 ○ ○
50 PA2-03-01号 PUA2-03-01号 ○ ○

65 PA3-03-03号 PUA3-03-03号 ○ ○
PA3-03-05号 PUA3-03-05号 —— KTY656A4ME5.5、KTY656A5ME11、KTY656A6ME15

80

PA4-03-04号 PUA4-03-04号 ○ ○
PA4-03-05号 PUA4-03-05号 —— KTY806B5ME18
PA4-03-06号 PUA4-03-06号 KTY805A7ME15 ——
PA4-03-10号 PUA4-03-10号 KTY805B7ME18 ——

100 PA5-03-02号 PUA5-03-02号 ○ ○
PA5-03-05号 PUA5-03-05号 —— KTY1006A4ME30

125 PA6-03-05号 PUA6-03-05号 ○ ○
125 高揚程タイプ PA6-03-07号 PUA6-03-07号 ○ ○

125 高押込圧タイプ —— PUA6-03-08号 ○ ○
—— PUA6-03-07号 —— KTY1256HD4ME55

150 PA7-03-03号 PUA7-03-03号 ○ ○
PA7-03-07号 PUA7-03-07号 KTY1505HA6ME110、132 KTY1506HA4ME110、132

200 PA8-03-02号 PUA8-03-02号 ○ ○
PA8-03-04号 PUA8-03-04号 KTY2005HA4ME110、132、160 KTY2006HA3ME110、132、160

KTU（2）形
（水中タービン）

40 PC1-01-03号 PUC1-01-03号 ○ ○
50 PC2-01-02号 PUC2-01-02号 ○ ○
65 PC3-01-02号 PUC3-01-02号 ○ ○
80 PC4-01-03号 PUC4-01-03号 ○ ○
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526

自動給水・消火ポンプ（50Hz_60Hz共通）自動給水・消火ポンプ（50Hz_60Hz共通）

■銘板の種類と位置（例：KTK-CT形）銘板表示内容は実際と異なる場合があります（参考）

・制御盤銘板

・モータ銘板

・ユニット銘板

・認定銘板 ・客先銘板
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